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日本古来の伝統的技法を頑なに守り続けて。

「桃の祓 なでもも」、「橋本左内坐像」を手掛けた現代の鋳物師。

1937年荒川区西日暮里出身。東京藝術大学美術学部工芸科（鋳金）卒業。1962年同大学院鋳金専攻修了後、菓子美術鋳金研究所を再興。1988年度
荒川区登録無形文化財保持者、2008年度荒川区指定無形文化財保持者に認定。2009年度東京マイスター、2011年度厚生労働大臣賞「現代の名工」
受賞。2016年度黄綬褒章を受章。現在は日本鋳金家協会会長・荒川区顧問・荒川区伝統工芸技術保存会会員。

美術鋳金家　菓子 満さん

第268回

知県・桂浜に立つ坂本龍馬像の修復に携
わった経験をもつ菓子満さん。区内には、

鋳金の世界で確かな存在感を放ってきた名工の卓
越した技を間近に見られるスポットもあります。ま
もなく70年目を迎えようとしている鋳金ひとすじに
歩んだ現代の鋳物師とも言うべき鋳金家の人生につ
いてお話を伺いました。

素盞雄神社（南千住6丁目）の神楽殿に飾られ
たブロンズ製の桃の実をご存じでしょうか。「桃の
祓（はらい） なでもも」と呼ばれるこの桃は、今年
３月にお披露目されたばかり。この「なでもも」の
制作の担い手として、白羽の矢が立ったのが長年に
わたり美術鋳金の分野で活躍してきた菓子満さんで
した。「多くの人に撫でてもらうため、表面がなめら
かになるよう仕上げは丹念に行いました。」と語る
菓子さん。制作途中、入院を経験するなど平坦な
道のりではありませんでしたが、周囲の協力を得な

がら完成に漕ぎつけ
たそうです。
古来より邪気を祓
う神聖な果実として
信仰されてきた桃の
実。３つの桃にはそ
れぞれ過去・現在・
未来を祓い清める願
いが込められている
といいます。素盞雄
神社は桃にゆかりが
あり、なでももの台
座には境内で役目を終えた桃の幹が用いられてい
るそうです。コロナ禍ということもあり、現在は
「なでもも」に触れることはできません。それで
も平穏な日常が一日でも早く取り戻せるよう願い
を託しつつ、素盞雄神社を訪れてみては。
「なでもも」だけにとどまらず、素盞雄神社の目
と鼻の先にある荒川ふるさと文化館の前、橋本左
内の墓旧套堂（さやどう）内に安置されている「橋
本左内坐像」の鋳造も菓子さんの手によるもの。
　橋本左内は福井藩主・松平慶永（春嶽）の片腕
として藩政改革に取り組み、西郷隆盛にも多大な
影響を与えたとされる思想家。2010年に荒川区と
福井県との交流の証として制作されました。

美術館や作家の依頼で原型をもとに美術作品の
鋳造を手掛けるほか、大型の銅像の修復にも携わっ
てきた菓子さんは生まれも育ちも西日暮里。10人
きょうだいの７番目として育ちました。鋳造職人だっ

た父・十平さんに師事し、長年にわたり鋳物師た
ちが継承してきた日本古来の伝統技法である真土
（まね）型鋳造法を受け継ぎます。技術をさらに深
く学ぼうと藝大への入学が決まった矢先、十平さん
が他界。「父の葬式は藝大の入学式の日でした。も
う藝大に通えないのではないかと工場で泣いたのを
覚えています」。悲しみに暮れるも、兄たちに背中
を押され、鋳金に没頭する毎日。在学中に日展入
選を果たすなど若くして頭角を現します。また、藝
大では講師からも助言を求められるなど、一目置
かれる存在だったとか。「先生とのやりとりの中で得
られた経験が技術の向上につながりました。帰りに
一杯おごってもらったこともいい思い出です」
その後、父の遺志を継ぎ、菓子美術鋳金研究所

を再興。美術鋳造の世界で数々の功績を残してきま
した。鋳金家として大切なことについて菓子さんに
問うと「鋳金は力仕事。冬でも熱気で汗だくになる
環境での作業ですから、なによりも体が資本です
ね」と。年齢を重ね、作業が困難になってくると、
工場の規模を少しずつ縮小。そして今から7年前に
菓子美術鋳金研究所はその歴史に幕を閉じました。
御年84歳。現在は体調を考慮しながら、創作に励
む日々だそうです。12月19日まで荒川ふるさと文
化館のあらかわ伝統工芸ギャラリー内では、菓子さ
んの遊び心にあふれた作品が展示されています。

高

あらかわ伝統工芸ギャラリー
（荒川ふるさと文化館１階）

境内の神楽殿に飾られた「桃の祓 なでもも」

荒川区登録有形文化財「橋本左内の墓旧套堂」
に安置された「橋本左内坐像」

い　も　じ

あらかわの伝統工芸

第3期：９月１０日（金）～１２月１９日（日）

※11月6日（土）から一部展示替え

※休館日：月曜、第2木曜
12月7日（火）～10日（金）

ブロンズ製の桃に託した明るい未来

技が冴えわたるモニュメント

父親譲りの才能とたゆまぬ努力で

真土型鋳造法を受け継ぐ


